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＝
厳
戒
体
制
2
4
時
間
＝

2

猛
雨
〃
町
を
襲
う
潮

七
月
二
十
日
、
二
十
一
日
未
明
に
か
け
て
降
っ
た
集
中
豪

雨
は
、
私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
し
た
。

特
に
二
十
日
に
は
同
時
刻
に
数
か
所
か
ら
災
害
が
発
生
、

消
防
団
を
は
じ
め
、
そ
の
対
応
に
奔
走
し
ま
し
た
。

大
雨
洪
水
警
報
が
発
生
し
、
解
除
と
な
る
ま
で
の
二
十
四

時
間
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

⑬▲山崩れした箇所（町道久達洲河崎線）

七
月
二
十
日
、
午
後
八
時
過
ぎ

雨
が
本
格
的
に
降
り
出
し
て
き
た
。

そ
の
雨
足
は
、
段
々
と
激
し
さ

を
増
し
、
一
向
に
止
む
気
配
は
を

ヽ

一

　

〇

両
の
激
し
さ
を
察
知
し
、
警
報

発
令
を
見
込
み
、
役
場
職
員
数
人

が
待
機
体
制
に
入
っ
て
い
た
。

午
後
九
時
過
ぎ
、
バ
ケ
ツ
を
う

つ
し
た
よ
う
な
雨
が
地
面
を
た
た

き
つ
け
た
。

梅
雨
前
線
が
山
陰
方
面
に
停
滞

し
活
発
を
活
動
を
続
け
、
一
部
地

域
で
は
集
中
的
に
降
雨
が
あ
る
の

で
注
意
す
る
よ
う
に
と
気
象
情
報
。

（
午
後
九
時
三
十
分
現
在
）

県
西
部
に

大
雨
・
洪
水
警
報

発
令

午
後
九
時
五
十
五
分
、
県
か
ら

気
象
台
発
表
の
大
雨
・
洪
水
警
報

が
鳥
取
県
西
部
に
発
令
さ
れ
た
と

の
無
線
が
入
っ
た
。

待
機
し
て
い
た
職
員
で
協
議
の

結
果
、
全
町
に
防
災
無
線
を
通
じ

て
警
報
が
発
令
に
を
っ
た
こ
と
と

厳
重
を
警
戒
を
呼
び
か
け
た
の
は

午
後
十
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
た
だ
ち
に
役
場
に
集

合
す
る
よ
う
防
災
無
線
を
通
じ
て

消
防
団
員
に
連
絡
し
た
。

午
後
十
時
十
分
過
ぎ
、
小
江
尾

の
仲
嶋
勝
利
さ
ん
宅
が
床
下
浸
水

⑳

し
て
い
る
の
で
町
消
防
団
の
応
援

要
請
と
の
連
絡
が
あ
り
、
消
防
団

員
は
土
の
う
を
持
参
し
、
現
場
に

向
か
っ
た
∪

午
後
十
時
三
十
分
ご
ろ
、
武
庫

の
宇
田
川
和
範
さ
ん
宅
か
ら
宅
地

前
方
が
崩
れ
、
水
路
を
ふ
さ
ぎ
、

そ
の
水
が
水
田
に
入
っ
て
い
る
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
。

同
時
刻
、
貝
田
の
森
田
瑚
戟
さ

ん
宅
が
家
屋
の
裏
側
水
路
が
つ
ま

り
、
水
が
家
に
流
れ
込
み
、
床
下

浸
水
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
武
庫
の
現
場
へ
は
建
設

課
長
ほ
か
数
人
が
急
行
。
役
場
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
た
。

同
時
に
二
か
所
の
災
害
発
生
に

消
防
団
は
人
員
を
分
散
し
、
土
の

う
の
確
保
な
ど
に
迅
速
対
応
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
急
行
し
た
。

そ
の
間
、
役
場
で
は
各
課
長
な

ど
が
集
ま
っ
た
。

午
後
十
時
五
十
分
、
本
町
一
丁
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目
の
道
下
馨
さ
ん
宅
の
裏
山
が
崩

れ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
副
団
長
、
第
一
分
団
長

が
現
場
に
急
行
す
る
と
と
も
に
役

場
か
ら
江
府
消
防
署
に
応
援
要
請

の
連
絡
を
し
た
。

町
消
防
団

数
か
所
で

懸
命
な
災
害
活
動

こ
の
時
点
で
は
、
町
消
防
団
は

小
江
尾
、
武
庫
、
貝
田
に
手
分
け

し
て
、
懸
命
を
災
害
対
応
に
尺
、
力

し
て
い
た
。
そ
の
間
、
無
情
を
雨

は
止
む
こ
と
を
忘
れ
た
か
の
よ
う

に
激
し
く
降
り
続
け
て
い
た
。

午
後
十
一
時
三
十
分
、
仲
嶋
さ

ん
宅
か
ら
床
下
浸
水
は
お
さ
ま
っ

た
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。

一
方
、
遺
下
さ
ん
宅
の
山
崩
れ

箇
所
で
は
流
水
防
止
の
た
め
、
土

の
う
を
積
ん
だ
。

ま
た
、
本
町
一
丁
目
か
ら
田
口

団
長
に
相
談
が
あ
り
、
町
長
、
助

役
、
団
長
と
協
議
の
結
果
、
道
下

さ
ん
は
本
町
一
丁
目
集
会
所
に
被

難
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
（
午
前

〇
時
十
分
）

午
前
〇
時
三
十
五
分
、
洲
河
崎

の
影
山
頼
美
さ
ん
か
ら
町
道
久
連

⑳

洲
河
崎
線
で
山
崩
れ
が
発
生
し
、

附
近
の
二
戸
の
安
否
を
確
認
し
て

ほ
し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

た
だ
ち
に
、
二
戸
に
連
絡
を
取

り
、
建
設
課
長
と
数
人
の
職
員
が

現
地
に
急
行
、
三
H
の
方
に
直
接

会
い
、
安
否
を
確
認
。
卜
分
に
注

意
す
る
よ
う
に
促
し
た
し

午
前
一
時
ご
ろ
、
や
っ
と
雨
は

小
康
状
態
と
な
り
、
広
域
消
防
か

ら
消
防
団
は
現
地
を
引
き
上
げ
る

よ
う
に
指
示
が
あ
り
、
消
防
団
員

全
員
、
役
場
に
集
合
し
た
。

び
し
ょ
ぬ
れ
、
泥
だ
ら
け
の
消

防
団
員
。
深
夜
で
も
あ
り
、
そ
の

疲
労
は
隠
せ
な
い
。

第
二
分
団
蛙
長
以
上
六
人
と
役

場
の
首
脳
が
待
機
す
る
こ
と
に
な

り
、
あ
と
の
メ
ン
バ
ー
は
自
宅
待

機
と
な
っ
た
。

県
下
最
高
画

総
雨
量
一
七
丁
、
ヘ
リ

（
午
前
二
時
現
在
）

午
前
二
時
、
鳥
取
地
方
気
象
台

の
発
表
で
は
降
り
始
め
か
ら
の
而

立
は
江
尾
で
一
七
二
、
、
り
と
県
下

で
最
高
と
な
り
、
し
か
も
、
日
野

川
は
薄
日
で
警
戒
水
位
を
超
え
た
。

待
機
の
メ
ン
バ
ー
は
、
は
と
ん

ど
眠
る
こ
と
を
く
、
厳
戒
体
制
を

敷
い
て
い
た
。

午
前
三
時
五
十
分
、
大
雨
洪
水

警
報
は
解
除
、
大
雨
・
富
・
洪
水

注
意
報
に
切
侍
っ
た
。

し
か
し
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
か

つ
か
を
い
か
の
う
ち
に
、
午
前
四

時
三
十
五
分
、
再
び
警
報
が
発
令
。

全
国
か
ら

救
援
・
安
否
の

電
話
殺
到

午
前
六
時
、
災
害
報
告
を
区
長

を
通
じ
て
行
う
こ
と
を
全
世
帯
に

緊
急
放
送
し
た
。
そ
の
放
送
を
聞

い
て
、
続
々
と
被
害
の
連
絡
が
入

っ
て
き
た
し

ま
た
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
で
江
府
町
が
大
き
な
被
害
を
受

け
て
い
る
と
の
報
道
に
接
し
た
全

国
各
地
の
方
か
ら
電
話
が
殺
到
。

も
っ
と
も
早
く
あ
っ
た
の
が
、

神
戸
市
魚
崎
町
か
ら
だ
っ
た
。

被
害
状
況
の
把
捉
か
ち
あ
ら
ゆ

る
対
応
ま
で
役
場
は
ご
っ
た
が
え

し
た
。

午
前
十
時
す
ぎ
、
江
府
中
学
校

の
国
道
側
の
山
が
土
砂
崩
れ
、
国

道
一
八
一
号
線
を
ふ
さ
ぎ
、
通
行

止
め
に
な
る
な
ど
数
か
所
の
町
道

▲山崩れで土砂が流れ込んだ家屋、片付けをする皆さん（江尾）

で
通
行
規
制
が
と
ら
れ
た
。

防
災
無
線
で
は
、
気
象
台
か
ら

の
最
新
気
象
情
報
を
そ
の
都
度
、

放
送
し
た
。
午
後
一
時
三
十
分
の

気
象
情
報
で
は
、
夕
方
か
ら
再
び

激
し
い
雨
が
降
る
見
込
み
で
あ
る

と
の
こ
と
。
ま
だ
ま
だ
、
厳
重
を

警
戒
が
必
要
だ
。

午
後
五
時
十
五
分
、
国
道
は
片

側
通
行
可
能
と
な
り
、
雨
も
あ
ま

り
降
ら
を
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
を
状
況
に

な
る
と
も
限
ら
ず
、
再
び
数
人
で

待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

午
後
八
時
十
分
、
警
報
は
解
除
。

約
二
十
四
時
間
の
警
戒
体
制
は
ひ

と
山
を
越
え
た
。

一
度
に
数
か
所
か
ら
の
災
害
発

生
の
場
合
、
自
ら
町
消
防
団
だ
け

の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
の
は
当

然
。
各
部
落
の
自
衛
消
防
隊
の
円

滑
を
対
応
こ
そ
急
務
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

3
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世界各国の水がずらり展示「ヨーデル瀧」オープン

▲ヨーデル館の周辺もきれいに整備されました

喫茶コーナーも尭備

七
月
十
五
日
、
水
工
場
の
隣
り

に
奥
大
山
の
水
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ヨ

ー
デ
ル
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。こ

の
ヨ
ー
デ
ル
館
に
は
、
世
界

各
国
の
代
表
的
を
水
を
展
示
す
る

と
と
も
に
、
奥
大
山
の
水
で
つ
く

っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
ど
を
飲
む
こ
と

の
で
き
る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
完
備

し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

”
貴
ノ
花
問
、
景
子
さ
ん

め
で
と
う
“

し
ゅ
う
と
め
会
運
動
会

▲見事な貴ノ花関と景子さんが誕生しました（総合体育館）

七
月
十
四
日
、
総
合
体

育
館
で
姑
会
の
運
動
会
が

行
わ
れ
、
四
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
十
種
目
の
競
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
を
種
目

は
、
貴
ノ
花
関
、
景
子
㌔

㊤

の
結
婚
を
祝
し
各
チ
ー
ム
の

モ
デ
ル
さ
ん
に
い
か
に
速
く

上
手
に
着
付
け
で
き
る
か
を

競
う
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
ベ
ス
ト
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
。
大
き
を
声
援
が
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た
。

⑳

ハッスルプレーに会場わく　一第43回職域バレボール大会－

7月8日、総合体育館で、恒例の職域バレーボール大会が町内

12チームが参加し、2グループに分かれて、楽しくわきあいあ

いと行われました。結果は次のとおりです。

岡田重機A
（
A
グ
ル
ー
プ
）

4

（
B
グ
ル
ー
プ
）

江府技研

小
学
校
連

岡
田
重
機
A

江
尾
貨
物
藤
傾
建
築

役
場
A

川
端
組
・
日
野
建
協

役
場
B

シ
ビ
ル
マ
ス
タ
ー
ズ

江
府
技
研

江
府
消
防
署

商
工
会

役
場
C

岡
田
重
機
B

各チームの技がぶつかり合う
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神奈Jl財産区

俣野小・．明倫小に
テント寄贈

七
月
三
日
、
十
日
、
神
奈
川

財
産
区
管
理
委
員
会
（
佐
々
木

正
会
長
）
　
は
、
明
倫
小
学
校
と

俣
野
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ン

ト
一
張
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
は
俣
野
小
学
校
で
贈
呈

式
が
あ
り
、
佐
々
木
会
長
か
ら

道
下
教
頭
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

テ
ン
ト
に
は
、
「
緑
の
大
地
は

宝
物
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
い

つ
ま
で
も
、
豊
か
を
自
然
を
大

切
に
し
て
は
し
い
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

▲日銀を読み上げる佐々木会長（俣野小）

⑳交
通
事
故
大
根
ぜ
つ
作
戦

〃
大
根
配
り

交
通
安
全
訴
え
る
〟

1
街
頭
指
導
－

▲「安全運転でお願いします」と呼びかけ
る皆さん

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

が
七
月
十
四
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
の
十
か
間
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
期
間
中
の
二
十
日
、

柿
原
入
口
で
、
溝
口
警
察
署

の
協
力
の
も
と
、
交
通
安
全

を
訴
え
て
、
街
頭
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
福
田
町
長
を
は

じ
め
交
通
安
全
母
の
会
の
皆

さ
ん
も
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
、
地
元
の

特
産
物
、
大
根
を
配
り
ま

し
た
。「

事
故
は
ち
ょ
っ
と
し

た
心
の
す
き
間
に
忍
び
寄

っ
て
く
る
も
の
で
す
。
そ

の
油
断
を
根
元
か
ら
と
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
大
根
の

配
る
意
味
を
訴
え
な
が
ら
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

墨蔓等　襲撃　宰型
【l■』■『■l門■『ll｝剛

唱毘
▲いよいよ、これから江府町消防団の操法です（県消防学校）

一第一分団一

江府町消防団県大会に出場
ポンプ車の部惜しくも3位

小型ポンプの部6位

七
月
十
六
日
、
鳥
取
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
が
県
消
防
学
校
（
米

子
市
）
　
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
部
大
会
の
時
と
は
違
い
、
ま

ぶ
し
い
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
を
か
、
各
部
門
に
出
場
す
る
要

員
は
今
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
す

べ
て
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

江
府
町
消
防
団
は
、
ポ
ン
プ
車
の

部
で
は
第
三
位
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
は
第
六
位
と
優
勝
は
の
が
し

た
も
の
の
、
精
一
杯
や
り
切
っ
た

要
員
の
表
情
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
引
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民
生
児
童
委
員
と
し
て

仲
嶋
眞
道
㌔
・
手
島
恵
美
子
㌔

厚
生
大
臣
賞
に
輝
く手島恵美子㌔　　　　　仲嶋眞道㌔

永
年
、
民
生
児
童
委
員
と

し
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
ご
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た

仲
嶋
眞
道
さ
ん
と
手
島
恵
美

子
さ
ん
の
お
ふ
た
り
が
こ
の

た
び
、
厚
生
大
臣
賞
を
授
賞

さ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
は
、
七
月
二
十
四

日
、
鳥
取
県
庁
で
行
わ
れ
、

そ
の
あ
と
、
授
賞
報
告
に
役

場
に
。
「
こ
れ
か
ら
も
、
微

力
を
が
ら
、
地
域
発
展
の
た

め
に
働
い
て
ま
い
り
ま
す
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲花吹雪の競技に一生懸命の柿原のみなさん

七
月
九
日
、
柿
原
で
初

め
て
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
集
落
一
同

が
集
ま
る
広
場
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
上
柿
原

○

の
活
性
化
施
設
に
隣
接
す

る
所
に
広
場
が
で
き
た
の

を
契
機
に
始
ま
っ
た
も
の
。

柿
原
の
皆
さ
ん
は
花
吹

雪
な
ど
の
競
技
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

⑳

韓国の研修生、水工場と農産物加工所を視察

七
月
二
十
五
日
、
韓
国
の
江
原

道
か
ら
県
食
品
研
究
加
工
所
に
研

修
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
孔
さ

ん
が
水
工
場
と
農
産
物
加
工
所
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
加
工
技
術
を
学
び
、
韓

国
で
新
た
を
製
品
を
造
ろ
う
と
意

欲
満
々
の
孔
さ
ん
。
は
じ
め
に
水

工
場
で
、
製
造
工
程
を
ど
を
聞
い

た
あ
と
、
奥
大
山
の
水
を
試
飲
。

「
口
当
た
り
の
よ
い
水
で
す
ね
」

と
何
杯
も
お
か
わ
り
。

そ
の
あ
と
、
農
産
物
加
工
所
で

は
、
わ
さ
び
漬
け
に
つ
い
て
視
察
。

わ
さ
び
の
か
ら
み
の
出
し
方
な
ど
、

メ
モ
を
取
り
を
が
ら
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

6

▲熱心にメモを取る孔さん（左）、中央は通訳の金銀美さん
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敏郎飢時価虫

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
土
曜

ふ
れ
あ
い
夜
市
（
町
商
工
会
主

催
）
　
が
七
月
十
五
日
、
江
尾
の

本
町
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
役
場
職
員
労
働
組

合
（
森
田
哲
也
委
員
長
）
　
も
参

加
。
綿
菓
子
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

Ⅰ
、
焼
鳥
な
ど
の
屋
台
を
出
店
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
汗
だ
く

だ
く
と
を
り
な
が
ら
綿
菓
子
を

ど
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

本
町
通
り
は
、
夏
の
幕
開
け

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
を
雰
囲
気

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

あ
い
に
く
、
次
の
週
は
天
候

の
影
響
も
あ
り
、
取
り
止
め
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
た
来
年
も

楽
し
い
催
し
を
計
画
す
る
よ
う

で
す
。

、・ム

▲本町通りは、人ごみでいっぱし

子
供
の
国
保
育
園

夜
店
が
い
っ
ぱ
い

夕
涼
み
毒

▲「ぱくにも、させてよ」「とれた、とれた」と楽しそうな園児たち

七
日
二
十
六
日
、
子
供

の
国
保
育
園
の
恒
例
の
夕

涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
の
庭
園
に
机
を

並
べ
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
食
べ
た
あ
と
、
金
魚
す

く
い
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

グ
レ
ー
ブ
を
ど
の
夜
店
が

ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

こ
の
夜
店
を
出
店
し

た
の
は
役
場
職
員
労
働

組
合
の
皆
さ
ん
で
、
子

供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
企
画
。
子
供

た
ち
は
、
夏
の
夜
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

県
下
ト
ッ
プ

投
票
率
8

3
％
こ
え
る

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
終
る

七
月
二
十
三
日
、
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票

が
行
わ
れ
、
即
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
過
去
最
低

の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
を
か
で
鳥
取
県

は
第
一
位
と
な
り
、
更
に

江
府
町
は
県
下
ト
ッ
プ
の

8
3
・
1
3
％
の
投
票
率
で
し
た
。

各
候
補
者
を
ど
の
得
票

は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
区

投
票
総
数
二
、
九
七
六

有
効
投
票
二
、
九
二
五

無
効
投
票
　
　
　
五
一

候
補
者
の
得
票
数

吉
田
達
男
　
　
九
五
〇

こ
む
ら
勝
洋
　
　
五
八

常
田
た
か
よ
し
六
四
〇

小
野
ヤ
ス
シ
一
、
二
七
七

比
例
区

有
効
投
票
二
、
七
九
四

無
効
投
票
　
一
八
二

政
党
等
の
得
票
数

平
和
・
市
民
　
　
　
　
五

ス
ポ
ー
ツ
平
和
党
　
四
九

憲
法
み
ど
り
農
の
連
帯
四

青
年
自
由
党
　
　
　
　
五

み
ど
り
と
い
の
ち
の
市
民

農
民
連
合
　
　
　
　
　
六

さ
わ
や
か
新
党
　
一
六

国
民
党
　
　
　
　
　
一
〇

新
党
さ
き
が
け
　
　
三
一

自
由
民
主
党
　
一
〇
〇
六

平
成
維
新
の
会
　
　
　
三

第
二
院
ク
ラ
ブ
　
一
九

新
進
党
　
　
　
　
七
五
六

全
日
本
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
七

新
自
由
党
　
　
　
　
二
八

日
本
共
産
党
　
　
　
七
一

世
界
浄
霊
会
　
　
　
　
二

日
本
社
会
党
　
　
七
三
四

新
し
い
時
代
を
つ
く
る
党
　
四

日
本
世
直
し
党
　
　
　
六

「
開
日
生
論
」
の
U
F
O
の
党
七

教
育
党

日
本
福
祉
党

7
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第47回山陰少年ソフト
平成7年7月24日　小学校の部

27日　中学校の部

第
四
十
七
回
山
陰
少
年

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
が
小
学
生
の
部
は
七
月

二
十
四
日
　
（
月
）
、
中
学

生
の
部
は
七
月
二
十
七
日

（
木
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
で
は
山
陰

各
地
か
ら
、
百
八
十
三
チ

ー
ム
　
（
小
学
校
の
部
八
十

六
チ
ー
ム
、
中
学
校
の
部

九
十
七
チ
ー
ム
）
　
三
百
六

十
六
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

夏
の
陽
差
し
が
降
り
注

ぐ
中
、
選
手
は
元
気
い
っ

ぱ
い
プ
レ
ー
し
、
観
客
か

ら
声
援
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

1．　　＿

▲集中しています

夏
の
陽
差
し
に
負
け
な
い

テ
ニ
ス
ボ
ー
イ
ズ

「」皇身

ビ
ス
、
迫
力
あ
り
ま
す

▲力強いフォアハンド

＋　　＋

フ‾ ス

選手権大会

大　会
小学校の部

く男子の部〉

優　勝／鳥取県江府町立米沢小学校
川　上・中　尾　組

準優勝／島根県出雲J．S．T．

鎌　田・周　藤　組

第3位／鳥取県溝口町立日光小学校
兼　田・田　村　組

第3位／鳥取県江府町立俣野小学校

藤　原・加　藤　組

く女子の部〉

優　勝／鳥取県日野町立黒坂小学校
生　田・梅　林　組

準優勝／鳥取県日野町立黒坂小学校

安　達・谷　口　組

第3位／鳥取県日野町立根雨小学校
伊　田・佐々木　組

第3位／鳥取県日野町立黒坂小学校

長谷部・牧　田　組

結　果
中学校の部

く男子の部〉

優　勝／島根県横田町立横田中学校

伊　東・番　場　組
準優勝／鳥取県江府町立江府中学校

大　谷・各　務　組

第3位／鳥取県日野町立日野中学校
木　山・高　橋　組

第3位／島根県横田町立横田中学校
足　立・安　部　組

く女子の部〉

優　勝／鳥取県日南町立日南中学校
高　橋・田　中　組

準優勝／鳥取県日南町立日南中学校

西　村・笹　野　組
第3位／鳥取県日野町立日野中学校

村　上・田　辺　組

第3位／鳥取県日野町立日野中学校
長谷部・牧　田　組

▼ナイスボレー．′

▲やった－

（8）
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鳥
取
－
韓
国
を
八
日
間

ほ
と
ん
ど
船
で
生
活

七
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

八
日
間
、
鳥
取
県
洋
上
国
際
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
の
中
学
生
か
ら

青
年
ま
で
を
団
員
と
し
て
、
韓
国

と
の
交
流
、
ま
た
八
日
間
の
ほ
と

¶

本
場
の
キ
ム
チ
に
び
っ
く
り

唐
辛
子
が
丸
々
一
本

▲三輪君（左）と川上君（右）

ん
ど
を
船
の
中
で
団
体
生
活
す
る

こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
中
学
生
二
人
、

高
校
生
二
人
、
青
年
一
人
の
計
五

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
、
中
学
生
、
三
輪

貴
志
君
と
川
上
哲
平
君
に
今
回
の

鳥
取
県
洋
上
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

－
三
輪
貴
志
君
－

韓
国
の
第
一
印
象
は
、
風
景
が

日
本
と
よ
く
似
て
て
、
人
が
明
る

く
て
活
発
で
し
た
。
そ
れ
と
バ
ス

が
速
か
っ
た
。

び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
キ
ム

チ
が
辛
か
っ
た
こ
と
、
唐
辛
子
が

丸
々
一
本
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
と
名
字
で
金
（
キ
ム
）
　
さ
ん
が

多
い
こ
と
で
す
。

韓
国
の
中
学
生
と
の
交
流
で
は

英
語
と
漢
字
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
楽
し
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
友
達
が
韓
国
と
県
内
に
で
き
ま

し
た
。

と
て
も
い
い
研
修
旅
行
だ
っ
た

の
で
み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
っ
た

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
心
に

残
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

－
川
上
菅
平
君
－

韓
国
の
風
景
は
、
日
本
と
あ
ま

り
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山

は
岩
が
多
く
木
が
少
な
か
っ
た
で

す
。初

め
に
驚
い
た
こ
と
は
、
車
が

日
本
と
反
対
で
右
側
通
行
だ
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
毎
回
キ
ム

チ
が
食
事
に
出
た
こ
と
で
す
。

韓
国
で
の
交
流
で
は
、
積
極
的

を
人
が
多
く
楽
し
く
交
流
で
き
ま

し
た
。

た
く
さ
ん
、
楽
し
い
こ
と
が
体

験
で
き
、
思
い
出
し
て
い
る
と
、

キ
リ
が
を
い
く
ら
い
で
す
。

二
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

思
い
出
が
多
い
ら
し
く
、
次
か
ら

次
へ
と
話
が
出
て
き
ま
し
た
。

ま
た
話
を
す
る
二
人
の
顔
を
見

て
い
る
と
嬉
し
さ
と
楽
し
さ
が
入

り
交
じ
っ
た
よ
う
を
微
笑
み
が
、

印
象
的
で
し
た
。

韓
国
と
、
一
つ
の
船
の
中
で
大
　
ト
こ
の
船
で
韓
国
に
行
き
ま
し
た

き
を
友
情
の
輪
が
広
が
っ
た
よ
う

で
し
た
。

▲行程図

（9）
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高
松
宮
賜
杯
第
三
十
九
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
全
国
大
会
出
場

中国電力俣野川発電所建設所から本の寄贈

中
国
電
力
俣
野
川
発

電
所
建
設
所
か
ら
江
府

町
内
の
各
小
学
校
に
、

環
境
問
題
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
環

境
問
題
に
関
す
る
本
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

『
中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所
建

設
所
で
は
、
毎
年
地
域
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
を
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

神
社
の
清
掃
や
、
道
路
脇
の
缶
拾

い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
近
年
関
心
を
持
た
れ

▲バッティング強化中

五
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

町
内
の
野
球
チ
ー
ム
　
『
リ
ト
ル
ボ

ー
イ
ズ
』
　
の
中
国
大
会
で
の
結
果

が
入
り
ま
し
た
。

中
国
大
会
で
の
成
績
は
、
二
試

合
を
行
い
、
二
試
合
と
も
勝
ち
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

『
う
ち
の
チ
ー
ム
は
他
の
チ
ー
ム

と
比
べ
る
と
攻
撃
力
が
少
し
弱
い

と
思
う
の
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
中

心
に
練
習
で
強
化
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
』
　
と
、
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
ズ

の
選
手
は
現
在
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練

習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
は
八
月
十
八
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
、
愛
媛

県
桧
山
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

ト
み
ん
な
読
ん
で
ね

る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
環
境
問
題
を
、

小
学
生
か
ら
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
環
境
問
題

に
関
す
る
本
を
贈

り
ま
し
た
。
』
　
と
、

中
国
電
力
俣
野
川

発
電
所
建
設
所
、

事
務
課
長
の
倉
本

峰
男
さ
ん
。

環
境
問
題
に
関

心
が
向
け
ら
れ
る

と
い
い
で
す
ね
。

㊤

第
五
十
回
日
野
都
民
体
育
大
会

▲総合開会式

七
月
十
六
日
　
（
日
）
、
日
南
町

で
第
五
十
回
日
野
郡
民
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
先
立
ち
、
平
成
七
年

度
日
野
郡
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
江
府
町
か

ら
は
、
特
別
表
彰
と
し
て
井
上
健

治
さ
ん
　
（
一
旦
）
徳
岡
健
男
さ
ん

（
本
二
）
、
功
労
表
彰
と
し
て
前

田
寿
信
さ
ん
　
（
小
江
尾
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

郡
民
体
育
大
会
の
結
果
は
、
二

年
連
続
し
て
総
合
四
位
で
し
た
が
、

⑳

▼特別表彰の井上健治さん

今
年
は
総
合
三
位
で
し
た
。
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足
羽
先
生
の
講
演

平
成
七
年
度
同
和
教
育
講
座

七
月
十
四
日
、
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
　
「
た
ん
ば
ぽ
学
級
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
た
ん
ば
ぽ
学
級
」
は
、
従
来

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
　
「
同

和
教
育
講
座
」
を
、
さ
ら
に
よ
り

広
い
視
点
か
ら
人
権
問
題
を
学
習

し
よ
う
と
、
計
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

「
た
ん
ば
ぽ
学
級
」
　
の
第
一
回

は
　
「
身
近
を
差
別
を
な
く
す
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
日
南
町
社
会
教
育

指
導
員
の
足
羽
隆
先
生
に
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
講
演
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

「
人
は
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ

た
以
上
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
た

’
い
』
を
呼
び
、
『
確
か
を
感
動
』

を
生
み
、
そ
し
て
　
『
確
か
を
変

革
』
　
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。同

和
教
育
と
は
、
同
和
問
題
に

限
ら
ず
、
す
べ
て
の
差
別
を
な
く

す
た
め
の
人
権
教
育
と
い
え
る
で

し
ょ
う
」

「
た
ん
ば
ぽ
学
級
」

こ
れ
か
ら
の
予
定

☆
八
月
二
十
五
日
　
（
金
）

テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
子
育
て
」

☆
九
月
八
日
　
（
金
）

テ
ー
マ
「
女
性
の
立
場
と
人
権
」

時
間
・
‥
夜
七
時
三
十
分
か
ら

場
所
…
本
町
五
丁
目
集
会
所

い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
人

々
の
意
識
や
行
動
の
中
に

は
、
時
折
、
差
別
の
心
が

現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。差

別
を
無
く
す
た
め
に

は
、
差
別
す
る
側
か
ら
の

自
己
点
検
と
学
習
が
基
本

で
す
。そ

し
て
、
歴
史
や
事
実

を
た
だ
知
る
と
い
う
だ
け

で
は
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
部
落
差
別
の
厳

し
さ
と
そ
の
中
で
生
き
る

人
々
の
思
い
を
学
び
取
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

そ
し
て
、
差
別
が
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
理
解
す
る
だ
け
で
な

く
、
行
動
に
出
せ
る
人
間
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
人
権
や
差
別
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
る
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
も
日
常
生
活
の
中
で
差

別
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

自
分
自
身
を
厳
し
く
見
つ
め
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
も
の
の

見
方
・
生
き
方
を
築
き
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
が
　
『
確
か
を
出
会

文
化
財
シ
リ
ー
ズ

指
定
文
化
財
　
六

洲
河
崎
の
カ
ツ
ラ

カ
ツ
ラ
の
木
は
洲
河
崎
の
後

山
、
久
遠
地
内
の
大
谷
か
ら
二

k
m
は
ど
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。

目
通
り
十
一
m
、
高
さ
約
二

十
八
m
、
枝
張
り
は
三
十
m
あ

り
、
こ
の
地
方
が
鉄
山
で
栄
え

た
昔
か
ら
、
鉄
山
の
守
護
神
「
金

屋
子
神
」
　
の
宿
る
木
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

鳥
取
県
内
で
は
河
原
町
の
「
落

河
内
の
カ
ツ
ラ
」
　
に
つ
ぐ
大
き

さ
の
巨
樹
で
す
。

（
鳥
取
県
指
定
天
然
記
念
物
）

洲河崎のカツラ

（11）
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▲船谷川清掃風景

求

㊥
㊥

を私

今
月
号
か
ら
二
回
に
わ
た
り
水

に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
と
思
い

ま
す
。八

目
一
日
は
　
「
水
の
目
」
。
そ

し
て
七
日
ま
で
は
　
「
水
の
週
間
」
。

こ
れ
は
、
水
資
源
の
重
要
性
や

水
の
貴
重
さ
に
つ
い
て
国
民
の
関

心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
と
い

う
趣
旨
で
昭
和
五
十
二
年
に
閣
議

で
き
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

水
は
動
植
物
の
か
ら
だ
を
つ
く

っ
て
い
る
細
胞
の
主
成
分
で
も
あ

り
、
人
体
の
三
分
の
二
を
し
め
る

水
は
体
温
の
調
整
や
血
液
と
し
て

栄
養
分
を
体
内
の
い
ろ
い
ろ
の
器

官
に
運
ん
だ
り
、
不
要
を
老
廃
物

㊤

を
汗
や
尿
と
し
て
体
外
に
捨
て
る

な
ど
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
を
水
の
恵
み
も
、
ほ

か
を
ら
ぬ
人
間
の
し
わ
ざ
に
よ
っ

て
次
第
に
損
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

幸
い
、
日
本
は
国
土
の
約
七
割

を
占
め
る
森
林
の
お
か
げ
で
、
水

資
源
に
恵
ま
れ
、
森
や
水
の
有
り

雉
さ
を
強
く
感
じ
る
こ
と
は
余
り

あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
め
っ
た
に
を
い
猛
暑

で
あ
ち
こ
ち
に
水
不
足
を
も
た
ら

し
、
町
内
で
も
連
続
三
十
日
に
及

ぶ
無
降
水
日
で
潅
漑
用
の
水
に
困

っ
た
農
家
も
あ
り
、
水
の
有
難
さ

を
知
ら
さ
れ
た
夏
で
し
た
。

日
本
で
は
、
雨
は
梅
雨
や
台
風

に
集
中
し
て
降
り
、
時
に
大
き
を

災
害
を
起
こ
し
ま
す
。

し
か
し
、
森
林
は
そ
れ
を
防
ぐ

の
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
て
森
の

樹
木
や
下
層
の
土
に
受
け
と
め
ら

れ
た
雨
は
、
厚
い
落
葉
層
を
ど
に

吸
収
さ
れ
て
土
や
根
の
す
き
間
が

ス
ポ
ン
ジ
役
と
な
っ
て
地
下
の
水

源
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
ゆ
っ
く
り

流
し
出
し
、
あ
た
か
も
森
が
ダ
ム

の
よ
う
に
、
水
源
滴
善
や
洪
水
の

防
止
を
ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
そ
の
は
た
ら
き
を
金
額
に

見
積
る
と
年
額
三
十
九
兆
円
に
相

当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
都
会
で
は
飲
料
水
の
水

源
で
あ
る
川
が
よ
ご
れ
、
水
道
水

の
安
全
を
保
つ
た
め
に
使
う
消
毒

用
の
塩
素
の
添
加
量
が
多
く
を
っ

て
、
ま
ず
い
水
や
塩
素
が
水
中
の

有
機
物
と
反
応
し
て
で
き
る
ト
リ

ハ
ロ
メ
タ
ン
の
発
ガ
ン
性
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

水
に
恵
ま
れ
た
本
町
で
は
こ
の

「
水
の
日
」
　
に
あ
た
り
、
水
や
森

林
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
一
層
の

関
心
を
寄
せ
、
安
全
で
美
味
し
い

水
の
恵
み
が
続
く
よ
う
環
境
保
全

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
ち
ぎ
り
絵
講
座

（
毎
月
、
第
二
金
曜
日
午
後
一
時
三
十
分
～
）

一
枚
の
和
紙
か
ら
、
ど
ん
な
花

が
で
き
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ち
ろ
る
文
庫

ち
ろ
る
文
庫
は
、
子
供
達
に
良

い
本
を
届
け
た
い
と
い
う
願
い
で

5
年
前
に
文
庫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

活
動
の
内
容
は
、
毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
か
ら
、
図
書
館
で
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
の
季
節
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
に
ほ
ど
を
た
で
も
怠
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
会
員
に
な
っ
て

文
庫
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
活
動
会
員

文
庫
の
活
動
に
参
加
で
き
る
人
。

（
会
費
・
月
二
百
円
）

◎
賛
助
会
員

資
金
面
か
ら
文
庫
の
活
動
を
支

え
る
人
　
　
（
会
費
・
月
二
百
円
）

12

▲どんな花になるのかな

▲定例会には、親子で和やかに

ち
ぎ
り
絵
の
講
座
は
い
つ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
公
民
館
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。
℡
（
七
五
l
二
二
三
）

⑳

く
わ
し
い
話
が
知
り
た
い
人

は
、
℡
七
五
－
二
〇
七
八
の

上
原
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

l l

Soumu
四角形

Soumu
四角形



生涯学習基本テーマ

き

終
戦
五
十
周
年

昭
和
二
十
年
八
目
十
五
日
正
午

昭
和
天
皇
の
肉
声
に
よ
り
、
ラ
ジ

オ
で
国
民
に
向
け
て
戦
争
が
終
結

し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
終
戟
五
十
周
年
を
迎
え

て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
取

り
ぎ
た
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
半
世
紀
を
過
ぎ
た
今
、
当
時

に
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
公

の
場
で
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
今
昔

の
感
が
あ
り
ま
す
。

平
和
を
心
に
誓
い
合
い
、
争
い

を
好
む
人
な
ど
無
い
は
ず
な
の
に
、

昨
今
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
不

隠
な
世
上
の
中
に
あ
り
、
人
の
心

の
強
さ
や
、
逆
に
弱
さ
を
見
せ
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

地
球
よ
り
も
重
い
と
さ
え
例
え

ら
れ
る
生
命
を
、
宗
教
の
名
の
も

と
に
捨
て
て
し
ま
え
る
心
理
状
態

を
想
像
し
て
み
る
時
、
五
十
年
前

の
戦
い
の
最
中
、
極
限
に
追
い
立

て
ら
れ
て
い
っ
た
人
達
の
心
の
内

と
重
な
り
合
う
部
分
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
お
盆
を
む
か
え
て

先
祖
の
精
霊
が
家
族
の
も
と
に
帰

る
日
、
行
事
と
し
て
終
わ
ら
せ
な

い
で
、
亡
く
な
っ
た
人
達
を
偲
び

生
き
て
い
る
者
の
足
元
を
確
認
し

て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
足
元
が
確
認
で
き
れ
ば
、
ど

う
根
を
張
る
か
、
ど
う
延
び
て
ゆ

く
か
が
解
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で

す
。江

府
町
立
図
書
館
で
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
に
関
す
る
書
籍
を
、

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

か

ら

ノ

ン

フ

ィ

ク

シ
ョ
ン
ま
で
数
多
く
揃
え
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

新
着
　
図

（
小
　
　
説
）

○
冬
の
刺
客
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

○
物
書
同
心
居
限
り
紋
蔵

佐
藤
　
雅
美

○
お
吉
の
茶
碗
　
　
平
岩
　
弓
枝

○
大
わ
ら
じ
ん
の
男
　
（
三
）

津
本
　
　
陽

〇
八
代
将
軍
・
吉
宗
（
中
）

ジ
ェ
ー
ム
ス
二
二
木

○
金
田
一
少
年
の
事
件
簿
（
2
）

天
樹
　
征
九

〇
平
成
人
生
川
柳
（
2
）榎

本
　
膵
起

○
平
成
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
傑
作

選
四
番
打
者
　
　
山
藤
　
章
二

（
エ
ッ
セ
イ
）

○
英
和
辞
典
　
　
　
赤
井
　
英
和

O
N
T
T
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
大
賞

（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
N
T
T

（
雑
　
　
学
）

○
イ
ル
カ
が
人
を
癒
す小

田
原
泰
久

（
園
　
　
芸
）

○
花
づ
く
り
大
百
科

田
淵
　
増
雄

○
失
敗
し
を
い
園
芸
の
コ
ツ

江
尻
　
光
一

〇
病
気
と
害
虫
1
2
0
　
N
H
K

書
（
児
童
書
）

○
は
る
か
を
る
黄
金
帝
国

○
オ
オ
カ
ミ
に
そ
だ
て
ら
れ
た
子

○
と
ん
び
島
が
火
を
ふ
い
た

○
銀
の
う
さ
ぎ

○
ぶ
ら
ん
こ
う
さ
ぎ

○
学
校
へ
い
く
道
は
ま
よ
い
道

O
S
O
S
な
ぞ
の
パ
ソ
コ
ン
塾

○
娘
よ
、
こ
こ
が
長
崎
で
す

○
ぼ
く
と
兄
ち
ゃ
ん
の
大
旅
行

○
ま
は
う
つ
か
い
の
じ
て
ん
し
ゃ

○
と
も
だ
ち
は
あ
ぶ
を
い
幽
霊

○
恐
ろ
し
い
幽
霊
の
話

○
リ
ト
ル
ツ
イ
ン
ズ
も
の
が
た
り

○
消
え
た
夜
を
追
っ
て

O
N
H
K
中
学
生
日
記

①
あ
あ
三
者
面
談

②
お
れ
た
ち
の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム

③
愛
な
の
か
そ
れ
は

④
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

⑤
マ
マ
の
敷
い
た
レ
ー
ル

⑥
い
や
を
奴

⑦
ミ
ス
タ
ー
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

⑧
遅
刻
ゲ
ー
ム

⑨
占
い
ラ
ッ
キ
ー
デ
ー

⑲
う
る
さ
い
ん
だ
よ
母
さ
ん
は

〇
二
こ
ろ
の
ひ
み
つ

○
は
じ
め
て
あ
う
俳
句
の
本

（
春
～
冬
）
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…琵ニ
●日時　平成7年8月18日（金

～20日（日）

18日：クリニック・交流パーティー

19日：クリニック

20日：クラス別レース（小学生～一般）

●場所　広島県西城町道後山高原

クロカンパーク

●参加　小学生　3000円　中学生5000円

料金　高校生以下7000円20歳以上12000円

（交流パーティー会費を除く）

＠‘芸慧ニ；悪霊芸≡行委員会
（℡08248－2－2121）

●場所　日南町生山（江府消防署

生山出張所前河川）

県境サミット共催

＠
1995東城ジュ

サッカー
フェスティバル

（4県の12チーム）

●日時　平成7年8月19日出

～20日（印

●場所　広島県東城町（東城中央

運動公園サッカー揚）

●お問い合わせ先

東城町役場産業課

℡08477－2－5111

FAX（08477）2－5’000

MFO良川AtllQ吋l

お知らせ
ほほ0胤帆AT10サl

問罪垂藤池篭芸〒
魚のつかみ取り、バーベキュー

●日時　平成7年8月27日（日）

午前10時開始

●入場料　高校生以上1500円（当日2000円）

小学生以上500円（当日1000円）

●参加資格

道路や河川に落ちている空き缶

5個以上を拾って持参してくだ

さい。

●お問い合わせ先

日南の水を守る会事務局

（℡0859－82

事二三〉12チーム）

儲簿蚤

007）

空間，3　靡

安倍安人二人展－

（版画・書・やきもの）

●日時　平成7年8月29日

～9月3日

●場所　島根県横田町

コミュニティセンター

●入場料　無料

●お問い合わせ先

横田町役場企画振興課

℡　（0859）52－0461

FAX（0859）52－0461

書は、中国山地がおもしろい〝
＝イベントいっぱい＝

PACEOFTHRE

ペース・オブ・スリ

一池田満寿夫佐藤　陽子

トーク＆
コンサートー

●日時　平成7年8月28日（月）

午後7時開宴

●場所　島根県横田町

コミュニティセンター

●入場料　高校生以上　2000円

ペ　ア　　　3500円

中学生　　1000円

Soumu
四角形
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増㌫。は何人？

●ねらい

本年10日1日に行われる平成7

年国勢調査に対する県民の認識を

高め、調査がスムーズにできるよ

うに鳥取県の人口予想募集します。

●問題

平成7年10月1日国勢調査による

鳥取県人口は何人かを当てる。

■応募方法

応募される方は、官製はがきに

次の事項を記入してください。

ひとり1枚1回答とします。

①平成7年国勢調査の鳥取県人口

予想数（

②住所

③氏名（ふりがを）

④年齢

⑤電話番号

■応募資格

鳥取県内に居住する方。

（ただし、県・市町村の国勢調査

事務担当職員・その家族はご遠慮

ください）

■募集期間

平成7年9日1日励～9日30日

什）当日消印有効

■賞金・賞品

1等　5万円（1人）

2等　2万円（2人）

3等　1万円（3人）

記念品　テレホンカード（50人）

（ただし、l等から3等までの入

賞者が中学生以下の場合は賞金額

に相当する図書券とします）

■入賞者の発表

入賞者の発表は本人に直接お知

らせします。

■お問い合わせ先

〒680－70鳥取市東町1丁目220

鳥取県企画部統計画人口生計係

℡0857（26）7105

●職種

一般事務・保母

●受験資格

・一般事務

各町村在住者（出身者を含む）

で昭和44年4日2日から昭和53年

4日1日までに生まれた方。

・保母

各町村在住者（出身者を含む）で

昭和44年4日2日から昭和51年4

月1日までに生まれた万で、保母

の資格を有するか、平成8年3日

までに取得する見込みのある方。

●第一次試験

・日時　平成7年9日17日（日）

行事あれこれ8月

・場所　米子市

●第2次試験

第1次試験合格者のみ、10月下

旬～11日上旬に行います。　⑳

●受験手続

・申込用紙は平成7年8日4日か

ら役場総務課または西部町村会事

務局にあり、平成7年9月1日（金）

までに西部町村会事務局に提出し

てください。

●お問い合わせ先

西部町村会事務局

（℡0859－22－2049）

米子市椛町11‾目160

●

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

8／7 （印
三町衛生施設組合議会

14（印

8 伏）県森林土木協議会役員会・総会
高校総体登山競技歓迎の夕べ

15伏）

9 （姻
高校総体登山競技閉会式

16（姻

10（杓 臨時町議会
郡企業連協議会

17（杓
江尾十七夜

11（金
栗尾行政座談会

18（金
西部町村議員研修会

12出 19出

13（日） 20（日）

（15）

Soumu
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人の動き
7月届

お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

尾上原　山本ほたる　女　　優

新　一　岡田　千里　女　三穂

発
行
・
江
府
町
役
場

屠
㍉
∴
ト
㍊
　
∴
主
上
㍉
∵

◎
　
編
集
．
総
務
課

印
刷
・
富
士
印
刷

ご結婚を祝します

前崎

吉田

錦織

竹内

芸慧

霊宝）
牛
J
L
h
J
・
－

守
美
正
　
つ

本
山
　
口
　
野

松

片

砂

天

米子市

江尾から

出雲市

江尾から

日野町

宮市から

吉原

広島県東広島市から

ご冥福を祈ります

再

　

　

　

　

　

河

唯

美

柿

佐

洲

佐

弼 （氏　名）（年齢）川蝉主）

用　下垣美代子　73歳　　茂

原　奥田　嶋代　86歳　敏明

川　清水喜代治　70歳　　明

崎
川

浦部　久吉　90歳　俊六

下村きすよ　89歳　武美

深山口　下原　道男　61歳　本人

本

洲

御

藤田　益子　58歳　久人

小峰　きぬ　79歳　　繁

机　岡　　康幸　59歳　本人

●お問い合わせ先

役場企画商工観光課

℡0859－75－2211

イベントいっぱい

江尾十七夜
8月16日圏

AM9：00～　船谷川マス釣り（船谷川）
AMlO：00～

8月17日園
PM2：00～

PM5：30～

PM6：30～

PM7：00～

PM7：00～

PM7：30～

PM7：40～

PM8：00～

PM8：00～

PM8：30～

PM8：30～

PM8：30～

臨時バス

日野川マスつかみ取り（日野川親水公園）

少年相撲大会（江美神社境内）

江美城太鼓（町内打ちをがし）

オーレンジャーショー（江尾駅前特設ステージ）

伯者天神ばやし太鼓（江尾駅前特設ステージ）

裏大山踊り（上之段広場）
二輪加（町内ねり歩き）

納涼カラオケ大会・水の銘柄あてクイズ（江尾駅前特設ステージ）

ちびっこ神楽（上之段広場）

船谷川灯ろう点灯

火文字点灯（久連山）
花火打ち上げ

こだいぢ踊り（上之段広場）

・大平原行　PMlO：30　農協米倉庫発

・尾上原行　PMlO：30　国道181号線江尾下町バス停発

・大河原行　PMlO：30　小江尾入口発

アヤメ園に苗を〝 船谷せせらぎ公園

アヤメ園に苗を提供してください。

町では、完成間近な舶谷せせらぎ公園にアヤメ園を整備することにし

ていますが、このアヤメ園には約5万本の苗が必要です。

アヤメ園の整備には、県の支援による「わが町を美しくする」事業に

よリー部の苗を購入し、町民参加による植栽イベントを計画しておりま

すが、相当数の苗が不足します。

このため町民の皆さんから苗の協力をお願いします。ご提供いただけ

る方は左記までご連絡ください。

「
ど
う
せ
通
り
雨
、
少
し
待
て

ば
、
止
む
に
ち
が
い
な
い
」
と
思

っ
た
が
、
雨
の
勢
い
は
ち
が
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
警
報
発
令
。
電

話
の
応
対
、
災
害
活
動
な
ど
を
ど

結
局
、
朝
ま
で
。
人
命
に
か
か
わ

る
災
害
が
な
か
っ
た
だ
け
で
も
幸

い
か
。

▼
　
「
熊
が
出
た
」
と
の
通
報
。
即

座
に
防
災
無
線
で
連
絡
し
た
。

古
老
に
聞
い
て
も
、
熊
が
出
た

と
い
う
こ
と
は
か
っ
て
を
い
と
い

う
。
県
、
役
場
そ
し
て
猟
友
会
も

現
地
に
赴
い
た
が
、
今
だ
に
発
見

さ
れ
ず
。
人
を
襲
う
よ
う
を
こ
と

が
を
け
れ
ば
と
祈
る
ば
か
り
。

▼
そ
れ
に
し
て
も
、
今
年
半
ば
に

し
て
、
か
つ
て
起
っ
た
こ
と
が
を

い
こ
と
が
次
々
と
起
っ
て
い
る
。

何
に
も
を
い
の
が
、
い
い
わ
け

だ
が
、
何
か
あ
っ
て
も
、
ど
っ
し

り
腰
を
落
ち
つ
け
て
対
応
し
た
い

も
の
。
敢
然
郎
軒
な
り
。

▼
「
雨
足
が
激
し
い
。

万
一
の
こ
と
を
考
え

て
、
待
機
し
て
お
こ

う
」
。
午
後
八
時
ご

ろ
、
ち
ょ
う
ど
選
挙

の
準
備
が
ほ
ぼ
終
っ

た
こ
ろ
だ
っ
た
。

編
集
籠

『

⊂

　

朋

吾
■
■
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